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神への信念は果たして「教え込み」によるのか？
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幼い子どもはなぜ、親が無神論者でも熱心に神を信じるのか？
見えない天使や悪魔を信じることが、
心理学や進化の観点で合理的と言えるのはなぜか？

宗教が人生に与える影響を示し、「信じること」の価値を問い直す、最新の研究。
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